
飼料用米多収品種を用いた不耕起Ｖ溝直播

栽培による省力化・作業平準化の実現

東海農政局農村振興部農地整備課

飼料用米は、主食用米と同様の栽培方法・農業機械で生産でき、排水不良
等により麦・大豆の作付に不向きなほ場への作付も可能です。
また、飼料用米は、主食用米と比べ食味等が重視されない一方、低価格で

の供給が求められることから、一般品種での飼料用米生産から、多収品種へ
の転換による、多収の実現と効率的な生産を進めていくことが必要と考えら
れます。
このため、東海農政局では、飼料用米多収品種（モミロマン）を用いた不

耕起Ｖ溝直播による省力栽培技術と、その効果を活かした野菜の複合経営に
ついて、国営総合農地防災事業「新濃尾地区」の受益地で実証し、パンフレ
ットとしてとりまとめました。



多収の実現

不耕起V溝直播栽培は、愛知県農業総

合試験場が開発した技術で、育苗や田植
えが不要で、労働時間の省力が可能です。
・収穫後、秋から冬のうちに耕起・整地（浅耕鎮圧等）を

行い、ほ場を均平にして乾かし、春に専用のは種機によ
って、乾田状態で田面にＶ字型の溝をつけながら、播種
する方法です。

・育苗・田植えを行わないため省力化が実現できま
す。
・中干しが不要です。
・田植え時期の作業が減り、作業分散が出来ます。
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飼料用米多収品種を活用すること
で単収の向上が期待できます。
多肥栽培により、10aあたり籾収量

１ｔも可能です。
多収品種は土中の窒素を有効に活用するため多

収となります。反面、土壌養分の収奪も大きいた
め、堆肥の投入などで地力を維持することが重要
です。

省力化の実現

作業平準化＆
作期分散の実現

品種構成に加え、不耕起Ｖ溝直播栽培
と移植栽培の組み合わせを適切にす
ることで、作業の平準化＆作期分散が
図れます。
・不耕起Ｖ溝直播栽培により、田植え時期の労働
時間を削減できることから、労働時間の平準化が
図れます。

水稲・野菜の複合経営において、安定した周年
栽培が実現できます。

不耕起Ｖ溝直播栽培

水稲・野菜の複合経営化や
規模拡大の推進

※パンフレットの飼料用米データは、多収品種「モミロマン」のデータです。



●飼料用米多収品種を用いた不耕起Ｖ溝直播栽培のメリット

多肥栽培により多収が実現できます
不耕起Ｖ溝直播栽培では、移植栽培並みの収量を得られます
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調査結果では、移植栽培と
同等の、籾重量1,000kg/10a

を超える多収となりました。

作業スケジュール

1,106 
1,030 

629

0

200

400

600

800

1,000

1,200

V直区 移植区 （参考）

主食用米

図１ 収量の比較（10aあたり収量）

出典：（参考）主食用米：農林水産省 平成27年度作物統計（愛知県）
※V直区、移植区は平成27年結果。
※収量はもみ重。主食用米は、Ｈ27年度作物統計の愛知県（水稲）の収量（玄米重）
を籾換算。

※Ｖ直区、移植区はカメムシ被害粒、着色粒を含む。主食用米は、被害粒、着色粒は
含まない。
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表２　施肥量

施肥量 窒素量 銘柄 窒素成分 施肥量 窒素量
m3/10a kg/10a kg/10a kg/10a

Ｖ直区 3.5 7 乾田直播くん中生用 0.41 25 10.3
移植区 3.5 7 乾田直播くん中生用 0.41 25 10.3
※平成27年結果

※堆肥は牛ふん堆肥。堆肥の窒素量は、堆肥の成分分析結果から算定した代替量。

調査区
堆肥 基肥

V直区：

不耕起Ｖ溝直播栽培
品種モミロマン
播種量7kg/10a

移植区：移植栽培
品種モミロマン



不耕起Ｖ溝直播栽培では、労働時間が削減できます。

・種子予措から直播、または移植までの労働時間を比較すると、不耕起Ｖ溝直播

栽培は移植栽培の１／２以下となりました。

不耕起Ｖ溝直播栽培により、農作業を省力化できます

・不耕起Ｖ溝直播栽培では、除草剤など資材費がやや多くなることから、生産費は移

植栽培とほぼ同等となり、省力化に比べると低コスト化の効果は小さくなりました。

・省力化で得られたメリットを最大限に活かし、複合経営や規模拡大を図ることが重

要です。

３

不耕起Ｖ溝直播栽培による、コスト削減効果は小さいため、省力
化で得られたメリットを活かすことが重要です
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不耕起Ｖ溝直播栽培による省力効果を活かして、複合経営に取り
組めます

実証調査を行った経営体

は、水稲（うちV直が約2

割）、野菜（キャベツ、ブ

ロッコリー、たまねぎな

ど）の複合経営を行ってい

ますが、次の問題点があり

ました。

問題点

・代かき～田植え、収穫の農繁期には、臨時雇用などにより対応され

ていますが、人員確保に苦労されたり、天候要因などによる作業遅れ

が生じています。特に、5～6月には水稲の除草剤散布や、たまねぎの

収穫が適期に行えず収穫ロスの発生などの問題が生じています。

・調査ほ場での労働時間は、Ｖ直では3月が

多く、5～6月は移植の半分以下に！

水稲面積全体に占める

Ｖ直の割合を増やす

作業の平準化が図れます。

水稲・野菜の複合経営における、
効率的な労働配分が実現できま
す。

・田植え時期の労働時間削減

・作業量の少ない2～3月の労働

時間は増加

・全体の労働時間削減

４


